
道
の
改
良
推
進
等
に
強
く
陳
情
し
て
ま

い
り
ま
す
o

さ
ら
に
農
林
業
の
銀
興
は
、
本
村
に

と
っ
て
最
も
重
要
な
課
題
で
あ
り
ま
す

が
、
農
業
の
不
援
な
ど
か
ら
生
じ
る
入

口
流
出
を
防
ぐ
施
策
も
な
い
ま
ま
今
日

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
建
物
で
は
役
場
と
し
て
の
機
能
が
得
ら
を
迎
え
て
お
れ
J

ま
す
o
し
か
し
、
最
近

皆
様
も
す
で
に
報
道
で
翻
承
知
の
ご
れ
ず
、
行
政
事
務
に
支
障
を
生
じ
皆
様
の
石
油
危
機
な
ど
に
よ
っ
て
企
業
の
不

と
く
国
家
予
算
も
難
産
の
末
、
四
十
二
の
ご
利
用
に
も
不
便
を
か
け
て
お
り
ま
況
も
次
第
に
深
刻
化
し
て
お
D
、
そ
の

兆
五
千
数
十
億
円
と
発
表
さ
れ
ま
し
た
す
o
村
民
の
方
々
の
総
意
を
配
慮
し
つ
影
響
に
よ
る
出
稼
者
の
U
タ
l
ン
現
象

が
、
そ
の
財
源
内
容
を
見
ま
し
で
も
国
つ
三
ヶ
年
に
か
け
て
完
成
す
べ
く
財
源
に
ど
う
対
応
し
て
ゆ
く
か
。

債
発
行
に
よ
る
も
の
が

L
る
し
め
る
の
確
保
に
つ
と
め
ま
す
。
現
在
の
村
内
で
は
、
林
業
の
み
で
自

と
言
わ
れ
る
現
実
の
中
で
は
、
い
か
に
現
在
、
六
千
七
百
万
円
の
基
金
を
積
立
生
計
を
一
維
持
で
き
る
家
庭
は
限
ら
れ

長
期
計
画
に
よ
る
再
建
策
と
い
っ
て
も
立
て
て
お
り
ま
す
が
、
い
ざ
建
築
と
な
で
お
D
、
と
す
れ
ば
大
多
数
の
者
は
、

皆
さ
ん
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
必
然
と
国
民
生
活
に
不
安
が
残
る
こ
と
る
と
約
半
額
近
く
の
自
己
資
金
は
生
み
近
代
化
農
業
を
図
る
必
要
に
迫
ま
ら
れ

ざ

い

ま

す

。

許

は

明

ら

か

で

あ

D
ま

す

。

出

し

た

い

と

考

え

て

お

h
u
ま

ナ

。

る

こ

と

に

な

D
ま
す
。

田
和
五
十
五
年
の
新
春
を
迎
え
、
皆
さ
て
現
在
、
来
年
度
の
村
予
算
の
編
次
に
交
通
、
通
信
体
系
の
整
備
に
つ
昨
年
よ
り
特
に
、
国
の
新
農
業
構
造

様
の
つ
つ
が
な
い
御
越
年
ぞ
、
ャ
か
ら
お
成
を
進
め
て
い
る
時
期
で
も
あ
り
ま
す
き
ま
し
て
は
、
今
日
ま
で
村
づ
く
り
の
改
善
事
業
の
中
で
大
洲
喜
多
特
定
地
区

喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。
の
で
、
事
業
計
画
案
の
一
端
を
少
し
の
重
要
な
基
盤
施
策
と
し
て
就
任
以
来
重
農
業
改
善
施
設
の
整
備
も
着
々
と
進
ん

さ
て
、
今
年
は
河
辺
村
政
一
一
一
十
周
年
べ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
点
的
に
進
め
て
ま
い

D
ま
し
た
が
、
一
で
お
D
、
将
来
に
お
け
る
地
域
農
業
は

目
に
当
D
、
一
つ
の
区
切
b
と
し
て
記
最
近
、
話
題
に
な
っ
て
お
り
ま
す
役
応
の
成
果
を
見
る
こ
井
が
で
き

4tた
。
大
き
く
方
向
を
変
え
よ
う
と
し
て
い
ま

念
す
べ
き
年
で
も
あ
h
u
、
そ
れ
に
ふ
さ
場
庁
舎
の
新
築
問
題
に
つ
き
ま
し
て
は
今
後
は
、
質
的
向
上
巻
図
る
べ
く
既
設
す
の
で
、
本
村
に
お
き
ま
し
で
も
、
農

わ
し
い
行
政
の
執
行
ぞ
図
D
た
い
も
の
立
村
以
来
の
念
願
で
も
あ
り
、
現
在
の
道
路
の
維
持
管
理
に
重
点
を
お
き
、
県
道
開
設
や
農
地
改
良
事
業
な
ど
に
新
し

fzTifizzHrvr!被
fizz-iirvi--誕
Z
E
E
-
2
2
1
2
2
A
い
要
綱
の
策
定
を
検
討
し
た
い
と
考
え

一
足
早
い
グ
成
人
式
。
が
今
年
も
一
時
て
お
h
y
ま
す
。

出
月
二
百
基
幹
集
落
セ
ン
タ
ー
で
聞
か
桝
さ
て
、
生
活
環
境
の
整
備
充
実
に
つ

い
れ
、
新
成
人
間
十
一
名
(
対
象
者
七
十
時
い
て
最
近
、
要
望
一
の
急
い
地
域
の
水
道

h『

い
j

一
名
)
が
晴
れ
や
か
な
姿
で
出
席
し
同
施
設
問
題
が
特
に
村
財
源
の
圧
迫
に
つ

「
i
関

内

句

会

局

事

閉

制

官

ま

し

た

。

一

一

…

な

が

っ

て

ま

い

り

ま

す

が

、

文

化

生

活

闘
に
午
前
高
か
ら
の
式
典
で
は
、
早
の
基
幹
的
施
設
で
も
あ
り
、
今
後
も
水

炉
丹
念
品
と
し
て
か
ア
ル
バ
ム
毒
菌
。
ぷ
道
整
備
を
積
極
的
に
促
進
し
て
い
き
ま

・
酢
志
也
贈
ら
れ
、
稲
田
村
長
の
式
辞
や
来
一
資
料
ナ
。

ト
十

h
D
か
ら
祝
福
激
励
を
受
け
た
後
、
成
人
捕
芝
、
複
雑
か
つ
多
様
化
す
る
火
災

1

J
事
代
表
し
て
菊
地
利
一
票
謝
辞
判
事
故
の
対
応
に
つ
い
て
、
消
防
力
は
迅

州
出
を
述
べ
て
式
典
を
一
終
了
し
ま
し
た

o
Zで
的
確
な
臨
書
す
る
た
め
、
防

吋
悶
』
記
念
行
事
で
は
記
念
撮
影
の
後
、
時
火
水
槽
の
設
置
や
昨
年
発
足
し
た
広
域

"ω円

一
日
附
川
映
画
「
コ
ス
モ
ス
の
咲
く
街
」
ぞ
鑑
賞
桝
消
防
川
上
支
所
の
指
導
の
も
と
で
防
火

司

t

円

d
F

出

同
村
一
戸
し
参
加
者
一
問
、
人
権
尊
重
に
つ
い
制
強
化
を
い
た
し
ま
す
。

開
J
1
3

て
深
く
考
え
き
さ
れ
ま
し
た
o

開
震
後
に
教
育
面
で
は
、
私
た
ち
が
豊

た
午
後
の
懇
親
会
問
久
し
ぢ
に
す
な
社
会
告
書
む
上
で
最
も
必
要

山
w石市

市
出
合
っ
た
級
友
と
語
り
合
う
な
号
制
な
も
の
は
、
高
い
知
性
と
一
温
か
い
人
間

J

な
ご
や
か
な
高
気
の
中
で
か
カ
ラ
料
理
と
考
委
ナ
。

《

オ

ケ

u

ぞ
パ
ッ
ク
に
歌
も
飛
び
出
し
…
一
一
す
べ
て
の
住
民
が
同
和
問
題
に
対
す

楽
し
い
r
ひ
と
と
き
で
し
た
。
~
…
る
正
し
い
認
識
を
深
め
、
こ
の
解
決
を
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官凹町北小路密 2ー0600.

2，229 

河辺村人口動態

559 

1，141 

(S .55.1月1日現)

世帯数

人

男

女

口

脚色、

1，088 

718 

2，810 

666 

2，368 

(S .50.10国調)

(S.45.10因調)

世帯数

世帯数

口

口

人

人

真
剣
に
取
り
組
む
た
め
幼
児
か
ら
高
令

者
ま
で
の
学
習
活
動
を
推
進
し
て
、
地

域
社
会
の
連
帯
意
識
を
高
め
、
明
る
い

村
づ
く
り
に
ま
い
進
い
た
し
た
い
と
思

い
ま
す
o

以
上
、
今
年
の
方
針
を
申
し
の
べ
ま

し
た
が
、
こ
れ
す
べ
て
村
民
一
人
ノ
¥

の
御
理
解
と
御
協
力
に
よ
っ
て
の
み
成

就
す
る
も
の
ば
か
D
で
す
。

よ
ろ
し
く
御
支
援
の
ほ
ど
お
願
い
申

し
あ
げ
ま
す
。

昭
和
五
十
五
年
は
希
望
あ
る
多
幸
の

年
で
あ
D
ま
す
よ
う
、
村
民
の
皆
さ
ん

と
共
に
念
じ
ま
し
て
年
頭
の
ご
あ
い
さ

つ
と
い
た
し
ま
す
。

郷
土
に
役
立
つ

お
と
な
に

こ
の
世
に
生
を
受
け
て
、
早
く
も
二

十
年
が
た
ち
ま
し
た
。

「
社
会
人
に
な
っ
て
ど
う
恩
う
?
」

と
聞
か
れ
で
も
、
今
の
私
に
は
な
ん
と

答
え
て
よ
い
の
か
。
@

@

O

ま
だ
、
お
と
な
の
実
感
が
わ
い
て
き

ま
せ
ん
oし
か
し
、
こ
ん
な
気
分
か
ら
早

く
脱
し
な
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

二
十
才
に
な
っ
て
の
感
想
は
不
安
井
一

期
待
が
入
h
y
ま
じ
っ
た
心
境
で
す
o

こ
れ
か
ら
は
、
周
囲
の
人
た
ち
か
ら

一
人
前
の
社
会
人
と
し
て
扱
わ
れ
る
の

だ
か
ら
、
自
分
の
行
動
に
責
任
を
も
ち
、

権
利
と
義
務
を
果
せ
る
社
会
人
と
し
て 手。地

河
辺
や
離
れ
て
二
十
数
年
に
な
る

が
、
想
い
出
と
な
る
と
河
辺
で
の
出

来
事
が
大
部
分
で
あ
る
o

多
感
な
少
年
時
代
を
過
し
た
こ
と

に
も
よ
ろ
ヨ
が
、
そ
れ
だ
け
変
化
に

富
ん
だ
経
験
を
し
た
こ
と
に
な
る
。

そ
れ
は
、
淡
い
ロ
マ
ン
で
あ
り
、
生

き
る
こ
と
の
楽
し
さ
、
き
び
し
さ
を

教
え
て
く
れ
た
当
時
の
村
の
生
活
で

あ
る
。人閣
の
生
き
方
は
、
幼
年
時
代
の

生
活
環
境
に
よ
D
大
き
く
左
右
さ
れ

る
と
い
う
が
、
そ
の
点
か
ら
し
で
も

河
辺
に
生
れ
育
っ
た
こ
と
に
感
謝
し

て
い
る
o
考
え
る
に
、
私
の
処
世
感

「
苦
あ
れ
ば
楽
あ
る
」
は
、
ふ
る
さ

と
で
培
か
わ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

過
日
、
本
紙
の
三
月
号
を
送
っ
て

頂
い
た
そ
の
中
に
、
上
級
学
校
へ
の

進
学
率
が
八
五
%
で
あ
っ
た
と
か
、

私
達
の
時
代
と
隔
世
の
感
が
あ
り
、

大
変
喜
ば
し
い
こ
と
だ
と
思
う
。

ふ
る
さ
と
を
出
て
行
っ
た
私
が
言

う
の
は
面
映
い
こ
と
だ
が
、
そ
の
中

で
、
ど
れ
だ
け
の
人
達
が
河
辺
に
帰
っ

て
、
村
の
発
展
に
努
力
す
る
若
者
達
に

育
っ
て
い
く
の
か
気
に
な
っ
た
o

過
去
の
飛
躍
的
な
工
業
生
産
の
発
展

は
、
鹿
山
村
か
ら
の
人
口
流
出
を
促
し

ふるきとじ望む

岐阜県

新

成
長
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
だ
、
私
の
知
ら
な
い
こ
と
が
数
多

く
あ
れ
六
こ
れ
ら
を
少
し
づ
っ
経
験
し

一
歩
/
¥
先
輩
だ
ち
に
近
づ
く
努
力
を

積
み
重
ね
て
、
河
辺
村
に
役
立
つ
人
間

た
が
、
低
経
済
成
長
の
今
日
、
若
者
の

一
部
に
ふ
る
さ
と
へ
の

U
タ
1
ン
現

象
が
起
っ
て
い
る
と
闇
い
て
い
る
。

こ
れ
ら
は
地
方
の
時
代
だ
と
い
わ
れ

て
お
D
、
農
山
村
の
未
来
は
決
し
て
暗

に
な
hu
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

今
後
、
私
も
一
生
懸
命
努
力
す
る
つ

も
D
で
す
が
、
先
輩
の
み
な
さ
ん
よ
ろ

し
く
御
指
事
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

菊

わ
が
過
を
力
強
く

切
り
開
い
て

J

一
十
才
み
か
成
人
0

.

0

・
ま
だ
、

私
に
は
実
感
が
わ
い
て
き
ま
せ
ん
が
、

成
人
で
き
た
こ
と
を
う
れ
し
く
思
い
ま

T
。

香

学
生
で
過
ご
し
た
十
代
を
振
D
返
っ

て
み
て
、
年
月
の
過
ぎ
る
の
は
早
い
も

の
で
、
本
当
に
私
が

J

一
十
才
。
に
な

っ
た
の
か
し
ら
-
と
疑
っ
て
み
た
く
も
な

り
ま
す
。

十
代
の
頃
は
、
あ
れ
も
や
っ
て
み
た

い
、
こ
れ
も
や
っ
て
み
た
い
と
、
い
ろ

い
ろ
大
人
に
な
っ
た
時
の
こ
と
を
考
え

て
い
た
も
の
で
す
。

伺
を
す
る
に
し
て
も
常
に
親
を
頼
っ

て
、
親
が
一
生
懸
命
に
築
い
た
巣
の
中

で
ぬ
く
ノ
¥
岸
一
、
ひ
な
鳥
の
よ
5
に
伺

不
自
由
な
く
育
っ
て
き
ま
し
た
。

ま
だ
ノ
ヘ
世
の
中
の
こ
と
も
わ
か
っ

て
い
な
い
し
、
自
立
で
き
る
よ
う
部

美{呂

で待た し し いし J 小わいに毎就 も自どっ 信
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雄

い
も
の
で
は
な
く
、
非
常
に
明
る
い

展
望
が
期
待
で
き
そ
う
だ
。

こ
の
明
る
い
展
望
を
現
実
と
す
る

た
め
に
は
、
こ
れ
か
ら
の
未
来
を
背

負
っ
て
立
つ
若
者
達
の
育
成
で
は
な

い
か
と
考
え
ま
す
。

村
に
お
い
て
は
、
郷
土
砂
}
愛
し
時

の
流
れ
を
洞
察
で
き
る
、
人
間
味
豊

か
な
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
で
あ
る

P
レ、

家
に
あ
っ
て
は
、
先
人
の
残
し
て
く

れ
た
土
の
尊
さ
、
土
に
生
き
る
こ
と

の
強
さ
を
知
り
、
そ
し
て
緑
を
育
て

る
こ
と
の
喜
び
を
味
い
知
る
こ
と
の

で
き
る
後
継
者
を
育
て
る
こ
と
で
あ

ろ
う
。教育
と
は
か
教
え
育
て
る
。
こ
と

で
あ
る
が
、
最
近
の
世
相
は
教
え
る

こ
と
に
重
点
が
お
か
れ
、
育
て
る
こ

と
が
忘
れ
ら
れ
て
い
る
よ
う
な
気
が

ナ
る
の
で
あ
る
。

ム
ユ
度
、
育
て
る
こ
と
の
意
味
を

考
え
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
か
ろ

う
か
。

幸



(2) 第 51号

新
し
く
完
成
し
た
基
幹
集
落
セ
ン
タ

ー
を
展
示
会
場
と
し
て
、
、
第
四
回
村
田

文
化
祭
が
十
一
月
一
日
j
二
日
ま
で
開

催
さ
れ
、
期
間
中
延
ベ
パ
百
人
の
人
々

が
訪
れ
て
に
ぎ
わ
い
4
申
し
た
Y

J

今
年
も
そ
れ
ぞ
れ
趣
向
を
こ
6
し、

農
協
コ
ー
ナ
ー
で
は
農
機
具
類
の
展
示

即
売
、
森
杭
九
チ
ー
は
鱒
具
類

の
即
売
や
雄
一
段
栢
離
な
ぎ
が
行

わ
れ
、
ま
十
葉
町
小
1
4
J
ー
で
は

菊
花
・
紘
錨
一
・
絵
画
工
趣
牒
の

作
品
な
一
一
れ
人
々
の
目
極
楽

J、ミわカゐ昭和55年 1月10日発行

県民体育祭に初出場
男子バレーボール3位入賞シゴ

最年でで河u戦強いト¥しを l村町が品 l
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F 

し
ま
せ
ま
し
た
。

今
回
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
は

H
県
指
定
文
化
財
の
鎮
縄
神
楽
公
演
・

婦
人
会
パ
ザ
1
4
が
行
わ
れ
、
一
日
の

午
後
一
時
か
ら
鎮
縄
神
楽
を
見
学
し
よ

う
と
、
村
内
の
小
中
学
校
生
徒
三
百
人

が
訪
れ
、
一
般
の
お
と
な
約
五
十
人
も

加
え
て
大
ホ
l
ル
は
超
満
員
で
じ
た
。

神
楽
を
見
る
の
は
初
め
て
と
い
ヨ
児
童

だ
ち
、
初
め
は
掃
妙
な
顔
つ
き
も
次
第

に
雰
囲
気
に
な
れ
て
、
滑
け
い
な
場
面

が
出
る
と
身
を
乗
hu出
し
て
笑
い
こ
ろ

げ
、
ま
た
子
ど
も
た
ち
の
惜
し
み
な
い

'
拍
手
に
舞
に
も
一
段
と
熱
が
入
っ
た
よ

う
で
観
覧
者
を
楽
し
ま
せ
ま
し
た
。

両
日
実
施
さ
れ
た
婦
人
会
バ
ザ
ー
も

大
盛
況
で
5
れ
し
い
悲
鳴
を
あ
げ
て
い

ま
し
た
。
二
日
の
午
後
三
時
か
ら
は
、
審
査
の

あ
っ
た
菊
花
・
盆
栽
・
書
道
・
趣
味
の

作
品
な
ど
の
表
彰
式
が
行
わ
れ
、
結
果

は
次
の
と
お
D
で
す
。

O
菊
花
展
(
出
品
数
五
O
点
)

金
賞
向
井
ミ
ツ
ヱ

銀
賞
中
山
サ
カ
ヱ

銅

賞

新

滋

子

H

清
水
フ
サ
子

向
井
蔦
子

河
野
ス
ヱ
子

藤
田
ミ
ツ
ヱ

と
対
戦
し
、
一
一
対
O
で
敗
れ
ま
し
た
。

し
か
し
、
初
出
場
な
が
ら
第
一
一
一
位
入

賞
を
果
た
し
て
帰
村
し
、
応
援
者
と
共

に
祝
杯
砂
上
げ
喜
び
を
わ
か
ち
合
い
ま

し
た
。

H

中
学
校

O
総
裁
展
(
出
品
数
八
一
点
)

金
賞
久
保
忠
義

観

賞

大

見

明

銅
賞
児
玉
恒
義
神
山
恵
美
子

O
書
道
展
(
出
品
数
六
一
点
)

金

賞

渡

辺

の

D
え
(
河
一
)

H

松
尾
義
信
(
坂
三
)

H

松
本
孝
之
(
河
四
)

H

久
保
雅
樹
(
坂
五
)

H

徳
石
明
広
(
北
六
)

H

小
川
真
由
美
(
中
一
)

H

奥
平
真
優
美
(
中
二
)

H

松
田
郁
子
(
中
一
一
一
)

銀
賞
松
本
ま
さ
み
(
河
一
)

H

古
野
る
み
(
河
一
一
一
)

H

山
崎
久
雄
(
北
四
)

H

田
丸
良
美
(
河
五
)

H

河
本
英
樹
(
河
六
)

H

宮
本
久
吉
(
中
一
)

H

玉
井
直
樹
(
中
一
一
一
)

H

徳
見
和
子
(
中
一
一
一
)

銅
賞
寿
野
正
輝
(
北
三
)

H

大
森
美
佳
(
坂
四
)

H

大
野
伸
吾
(
河
五
)

H

向
井
益
美
(
坂
六
)

H

松
本
健
二
(
河
六
)

H

中
井
文
子
(
中
一
)

H

崎
野
恵
美
子
(
中
二
)

H

田
辺
和
之
(
中
一
ニ
)

O
絵
画
展
(
出
品
数
七
二
点
)

金
賞
往
見
洋
子
(
河
保
)

H

藤
岡
陽
子
(
河
一
)

高
橋
昌
由
(
河
二
)

宮
本
修
一
(
坂
一
一
一
)

河
本
千
鶴
(
両
四
)

加
茂
祥
司
(
北
五
)

石
浦
睦
仁
(
北
六
)

山
下
幼
美
(
中
一
)

石
井
美
香
(
中
二
)

花
岡
初
葉
(
中
一
一
一
)

小
川
真
人
(
坂
保
)

梅
田
賀
(
坂
小
)

土
居
恵
子
(
北
二
)

古
野
る
み
(
河
一
一
一
)

山
崎
久
雄
(
北
四
)

二
宮
京
子
(
間
五
)

五
頭
登
志
子
(
坂
六
)

渡
辺
一
夫
(
中
一
)

平
井
覚
(
中
一
一
)

松
田
郁
子
(
中
一
一
一
)

福
田
さ
ゆ
D
(北
保
)

上
川
靖
睦
(
北
一
)

宗
野
重
子
(
仮
一
一
)

1/ }/ 1/ 1/ 1/ 1/ 1/ 1/銀 H質 H
H 

3位入賞を手にした選手たち

1/銅 H
賞'

1/ 1/ 1/ 1/ 1/ H 1/ 

井
上
雅
裕
(
坂
一
二
〉

羽
紫
順
子
(
河
四
)

梅
田
明
(
坂
五
)

河
本
英
樹
(
河
六
)

有
友
民
子
(
中
一
)

梅
木
尚
子
(
中
二
)

五
頭
秋
広
(
中
コ
一
)

松
本
幹
一
(
河
保
)

山
田
伸
司
(
河
一
一
)

岡
田
年
夫
(
北
一
一
一
)

兵
頭
勝
則
(
坂
四
)

H

徳
石
明
広
(
北
六
)

O
趣
味
の
作
品
展
(
出
品
数
一
一
一
九
点
)

金
賞
往
見
洋
子
(
河
保
)

H

梅
田
学
(
援
四
)

H

福
田
孝
(
北
五
)

銀
賞
本
田
登
志
子
(
北
五
)

H

梅
田
明
(
坂
五
)

銀
賞
石
井
稜
佳
(
北
六
)

H

岡
田
サ
ナ
ヱ
(
垣
六
)

銅

賞

真

田

輝

(

河

保

)

H

徳
見
雄
二
(
北
六
)

s

，a冒醤
m
u
B
S書
信
扇
情

u
n
u
'富
置
B
S書
“
理

1/ 1/ 1/ 1/ 

，~ヘf

1/属" " 
H 1/ 

~税金の還付を受けるために

申告はお早めに~

な
ど
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
人
。

二
、
年
の
中
途
で
退
職
し
、
そ
の
後
就

職
し
な
か
っ
た
た
め
年
末
調
整
を

受
け
な
か
っ
た
人
。

一
一
一
、
原
稿
料
や
利
子
、
配
当
な
ど
の
収

入
が
あ
hu、
そ
れ
ら
を
含
め
た
金

金
の
所
得
が
あ
ま

D
多
く
な
い
た

め
源
泉
徴
収
税
額
が
納
め
過
ぎ
に

な
っ
て
い
る
人
。

初めての神楽に見いる子どもたち

田
和
五
十
四
年
分

所
得
税
の
確
定
申
告

の
期
間
は
、
昭
和
五

十
五
年
二
月
十
六
日

か
ら
三
月
十
五
日
ま

で
で
す
。

し
か
し
、
還
付
を

受
け
る
た
め
の
確
定

申
告
は
二
月
十
六
日

以
前
で
も
申
受
け
て

い
ま
す
。
(
磯
定
申
告
を
す

れ
ば
税
金
が
還
付
さ

れ
る
人
)

一
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン

で
、
雑
損
控
除
、

医
療
費
控
除
、

住
宅
取
得
控
除

B
-
m植
提
匝

-
E
m出
g
m省
調
帯
広

-
E
R捕
監

-
E
B
e

，uBE
E
s
-
m
s
'
u
B国
書
留
墨
也
-mM
冒
置
m省
B
S帯
低
調
出

ま
ご
こ
ろ
銀
行
か
ら
お
礼

昭
和
五
十
三
年
二
月
か
ら
昭
和
五
十
新
団
連
穂
殿
森
川
童
生
殿

五
年
一
息
ま
噂
に
「
香
典
返
え
し
に
か
原
惣
太
郎
殿
関
井
一
善
殿

え
て
」
と
、
村
社
会
福
祉
協
議
会
，
ま
藤
岡
秀
男
殿
佐
伯
律
子
殿

ご
こ
ろ
銀
行
u
q

《
次
の
方
々
か
ら
多
額
小
西
茂
則
殿
松
本
家
ニ
殿

の
ご
寄
附
ぞ
い
た
だ
き
ま
し
た
o

幸

田

高

行

殿

藤

原

亘

殿

こ
の
浄
財
を
有
意
義
に
活
用
す
る
た
高
橋
茂
殿
河
内
高
雄
殿

め
、
基
幹
集
務
セ
ン
タ
ー
の
新
築
に
際
山
之
内
ツ
ネ
子
殿
土
居
福
美
殿

し
て
、
健
康
器
具
一
式
・
調
理
実
習
器
富
永
政
男
殿
山
本
安
夫
殿

具
一
式
な
ど
の
備
品
を
購
入
さ
せ
て
い
富
永
建
設
阻
殿
豊
島
達
殿

た
だ
き
ま
し
た
。
集
落
セ
ン
タ
ー
を
利
容
附
金
額
一
、
一
二
七
、
五
O
O円

用
す
る
多
く
の
方
々
に
活
用
さ
れ
、
大
'
繰
越
金
額
一
、
二
八
六
、

0
0
0円

変
喜
ば
れ
て
お
h
u
ま

す

。

合

計

金

額

一

一

、

四

二

ニ

、

五

O
O円

ご
芳
志
に
対
し
、
こ
こ
に
謹
ん
で
お
備
品
購
入
賞
一
、
八
七
九
、
九
四
O
円

礼
と
と
報
告
を
申
し
あ
げ
ま
す
o

残
金
五
一
二
三
、
五
六
O
円
也

寄

附

者

御

芳

名

河

辺

村

社

会

福

祉

協

議

会

上

川

勝

利

殿

梶

川

吉

彦

殿

会

長

関

井

正

マ量産
-
E
B白
書
艦
冒
醤

-
E
Z也持蝿
E
-
E
E
u
m
u胃
醤

-E田
富
軍
司

@

阜

球

男

子
1
位
北
平
分
館

2
位

坂

本

H

3
位

植

松

H

4
位

大

伍

H

初
の
パ
ト
ミ
ン
ト
ン
大
会
で

矧
持
…
続
時
一
)
分
一
館
が
優
勝

ー
車
球
大
会
も
同
時
に
聞
く
f
〉

去
る
十
二
月
二
日
河
辺
中
体
育
館
に

お
い
て
、
パ
ト
ミ
ン
ト
ン
大
会
と
卓
球

大
会
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

今
年
度
、
最
後
の
分
館
対
抗
競
技
で

も
あ
D
、
各
選
手
は
熱
の
入
っ
た
プ
レ

ー
が
行
わ
れ
、
な
か
で
も
、
今
回
初
め

て
実
施
さ
れ
た
パ
ト
ミ
ン
ト
ン
の
試
合

が
見
も
の
正
あ
っ
て
、
応
援
者
の
声
も

一
段
左
大
き
く
響
く
中
で
、
各
選
手
は

シ
ン
グ
ル
ス
・
ダ
ブ
ル
ス
と
大
ハ
リ
キ

女

子
1
位
坂
本
分
館

2
位

北

平

H

3
位

植

松

H

4
位

大

伍

H

お
互
い
に
コ

l
ト
内
を
十
分
に
活
用

し
、
羽
根
を
左
右
に
打
ち
分
け
る
な
ど

の
か
け
引
き
を
見
せ
可
初
め
て
の
試
合

と
は
思
え
な
い
熱
戦
が
鹿
開
さ
れ
ま
じ

た
。
結
果
は
次
の
と
お
D
で
す
。

。
パ
ト
ミ
ン
ト
ン

男

子

-
位
坂
本
分
館

2
位

大

伍

H

3
位

北

平

H

4
位

績

松

H

女

子
1
位
北
平
分
館

ワ
金
坂
本

H

3
位

植

松

H

4
位

大

伍

H

見事なプレーがおこなわれた

パトミントン大会

そ
っ
と
し
て
お
け
ば

部
落
差
別
は
な
く
な
る
か
?

半
年
前
、
こ
の
村
に
な
い
と
信
じ

て
い
た
差
別
事
件
が
お
き
て
、
今
な

お
一
部
の
村
民
の
心
の
内
に
板
強
い

差
別
の
意
識
が
ひ
そ
ん
で
い
る
現
実

と
、
今
ま
で
の
同
和
教
育
の
誤
D
が

は
っ
き
hu
と
証
明
さ
れ
ま
し
た
。

過
疎
で
さ
び
れ
、
田
畑
が
荒
れ
て

い
く
こ
の
故
郷
を
守
D
ぬ
く
に
は
、

心
の
通
い
合
う
、
平
和
な
村
造
D
が

大
切
な
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
く
、

ま
し
て
他
人
の
不
幸
を
見
逃
す
よ
う

な
こ
と
は
、
許
さ
れ
ま
せ
ん
。

差
別
を
す
る
人
に
も
、
や
が
て
姿

形
は
違
っ
て
も
、
い
ろ
ん
な
立
場
で

差
別
に
泣
く
め
ぐ
り
合
せ
が
お
と
ず

れ
る
こ
と
も
事
実
で
ナ
。

村
と
し
て
は
、
皆
さ
ん
が
同
和
問

題
の
正
し
い
知
識
を
身
に
つ
け
、
自

分
の
こ
と
と
し
て
受
け
と
め
て
い
た

だ
け
る
よ
う
に
、
あ
ら
ゆ
る
機
会
、

あ
ら
ゆ
る
方
法
で
、
こ
れ
か
ら
本
当
の

教
育
を
、
真
剣
に
進
め
て
ま
い
D
ま
す
。

と
こ
ろ
が
、
ま
ず
教
育
そ
の
も
の
に

つ
い
て
も
「
も
は
や
差
別
は
な
い
、
あ

っ
て
も
ほ
ん
の
わ
ず
か
だ
、
い
ま
さ
ら

解
放
だ
、
同
和
だ
と
い
う
か
ら
寝
た
子

が
起
き
る
、
そ
っ
と
し
て
お
け
ば
差
別

は
な
く
な
る
」
と
い
っ
た
よ
う
な
考
え

の
人
が
ず
い
ぶ
ん
た
く
さ
ん
い
ま
す
。

し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
考
え
が
差
別

の
温
床
に
な
っ
て
い
る
の
で
す
。

部
落
以
外
の
お
と
な
が
、
手
を
胸
に

あ
て
て
見
れ
ば
、
部
落
差
別
の
あ
る
こ

と
が
ほ
と
ん
ど
ー
だ
れ
に
も
わ
か
D
ま
ず
。

な
い
よ
ヨ
に
見
え
る
の
は
内
言
葉
や

手
つ
き
で
、
昔
の
よ
う
に
差
別
し
な
い

だ
け
の
こ
と
で
す
。

表
に
出
て
い
た
露
骨
な
差
別
が
、
内

に
こ
も
っ
て
し
ま
っ
た
だ
け
の
こ
と
で
、

何
か
こ
と
に
突
き
当
る
と
、
す
ぐ
顕

古
梅

病
め
る
身
の
日
々
床
内
に
も
の
思
ヨ

枕
べ
近
く
冬
日
は
さ
し
ぬ

灰
色
の
雲
は
動
き
て
お
h
y
お
h
u
に

夕
陽
は
赤
し
も
み
じ
山
な
み

中
本
文
江

⑮ 
山
里
の
凍
て
つ
く
空
気
ふ
る
わ
せ
て

ブ
ル
の
音
高
く
こ
の
年
の
瀬
を

初
詣
で
落
葉
散
hu
敷
く
境
内
に
か
た
み
の
写
し
絵
幼
孫
た
ち
と

上
林
ヨ
シ
子

⑧ 
一
入
居
に
耐
え
て
生
き
ゆ
く
老
の
た
め

心
に
あ
か
り
灯
さ
む
と
想
う

吾
が
性
に
あ
い
し
職
業
に
打
ち
こ
め
る

日
々
を
感
謝
し
今
日
も
励
み
ぬ

清
水
菊
江

年
の
瀬
も
せ
ま
h
u
て
今
日
は
ス
ス
掃
て

幸
せ
あ
れ
と
来
る
年
を
待
つ

瞳
冬
と
思
い
し
日
々
も
か
け
足
で

み
ぞ
れ
身
に
し
む
過
疎
の
山
里

関
井
恵
美
子

孫
五
人
祖
母
と
呼
ば
れ
る
宰
ぜ
を

想
い
め
ぐ
ら
す
初
日
の
ひ
か
hu

留
守
な
れ
ば
廻
覧
板
を
霞
き
て
来
ぬ

吊
し
本
恨
の
句
、
コ
軒
下
に

貞
道

や
}
、
も
た
げ
ま
ナ
。
そ
し
て
悲
劇
易
生

み
、
人
の
生
命
ま
で
う
ば
ヨ
の
で
す
。

「
ね
た
子
を
お
こ
す
な
」
と
い
う
立

場
を
と
る
と
、
こ
の
ま
ま
が
良
い
、
だ

か
ら
伺
も
す
る
な
と
言
5
こ
と
に
な

D
ま
す
。
つ
ま
b
、
今
の
差
別
は
そ
っ

く
D
そ
の
ま
ま
残
し
て
、
い
っ
か
な

く
な
る
日
を
が
ま
ん
し
ろ
と
い
う
こ

と
に
な
D
ま
す
o
そ
ん
な
こ
と
が
許

さ
れ
る
で
し
ょ
う
か
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
差
別
と
い

5
、

基
本
的
な
入
櫨
を
侵
ナ
事
実
が
、
こ
の

村
に
現
在
す
る
以
上
、
そ
っ
と
し
て
お

く
よ
う
な
余
ゅ
う
は
許
さ
れ
ず
、
時
を

惜
し
み
教
育
を
進
め
る
責
任
が
あ
h
u

ま
す
。どう
か
、
同
和
問
題
解
決
の
た
役
人

進
ん
で
学
資
り
揚
に
出
席
し
、
正
し
い

自
己
変
革
を
さ
れ
る
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。
(
河
辺
村
同
和
教
育
協
議
会
)

消

息

(
出
生
)
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

橡

谷

父

重

男

渡

辺

理

恵

稲

谷

H

好
常
域
戸
脇
千
香

下
大
成

H

好
二
森
川
紀
美
江

露

内

H

進
露
内
秀
和

寺

数

H

福
男
武
田
徹
也

用
の
山

H

安
広
栄
野
千
歳

大
中
山

H

治

河

本

泰

植

松

H

茂
樹
大
野
拓
也

(
結
婚
)
末
な
が
〈
お
幸
せ
に

-
安
藤
東
洋
治
(
榎
)

f

松
尾
勝
子
(
坂
本
)

詣
木
信
幸
(
寺
数
)

壬
岡
明
子
(
松
山
)

「
酒
井
勇
(
稲
谷
)

語
川
サ
エ
子
(
帯
江
〉

ヘ
国
井
洋
(
国
木
)

r松
本
幸
恵
(
中
大
成
)

(
死
亡
)
お
〈
ヤ
み
申
し
あ
げ
ま
す

下
大
成
水
本
カ
ツ
ヨ
(
八
五
歳
)

熊
の
摂
武
内
利
彦
(
五
二
歳
)

露
内
久
保
フ
ジ
ヨ
(
七
六
議
)

用
の
山
山
本
市
三
郎
(
八
六
歳
)

川

崎

豊

島

茂

樹

(

八

O
議
V

川
崎
大
野
秀
三
郎
(
八
二
識
)

植
松
富
永
イ
キ
エ
(
六
七
歳
)

下
大
成
土
居
徳
衛
(
九
二
歳
)

大
中
山
安
田
都
多
恵
(
七
七
歳
)


